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『建築士の日」当選 1沖縄旅行紀

●

１

■■■■■

株式会社田中組 片 岡 哲 二

昨年 7月 の建築士まつ りの抽選で『沖縄 2泊ペ

アで沖縄 |』 に当選 しました (*

がとうございます !

*)あ り

沖縄は初めてだったので、この際家族で行って

しまおう |と いうことになり2人分の旅費を追加

して家族 4人で行ってきました。

10月 7日 出発 !千歳から直行便にて那覇まで 4

時間です。

着陸間際になると上空から見ても南国らしさが

わかる島が見えてきてわくわくしました。

那覇市に到着。とても暑いです。10月 なのに32
°C(´ Д

｀
)

那覇市中心部のホテルでしたので沖縄唯一の鉄

道『ゆいれ～る』で牧志まで行きました。

那覇は自分が思っていたよりもずっと都会でし

着陸間際の上空から   首里城公園から那覇市内を見渡す

たが、モノレールから街並みを見た印象は新 しい

建物と、古い建物が混在 していて、やや雑然とし

た感 じがしました。

初日は首里城に行ってきました。首里城公園は

広大な敷地で古い城壁が印象的で歴史を感 じまし

た。

高台にあり那覇市内を見渡せる場所もあり期待

以上でした。

見学 しているうちに夕方になり暗 くなってしま

いましたが、ライ トアップされた公園はとても良

い雰囲気でした。

夕食は創業60年 というジャッキーステーキハウ

スに行きました。とても混んでいて列びましたが

おいしく頂いてきました。

2日 目はレンタカーでうるまの海中道路、美 ら

首里城正殿

ライ トアップされた首里城公園

7

首里城守礼門にて

|:…・ゃ,■ |

ゆいれ～る
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応急危険度判定士が足 りない |
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皆さんご存知とは思いますが、応急危険度判定

とは、余震等による被災建築物の倒壊、部材の落

下等から生じる災害を防止 し、住民の安全の確保

を図るため、建築物の被害の状況を調査 し、余震

等による二次災害発生の危険程度を判定 。表示を

行います。判定を行うのは、講習を受けた建築士

の登録による応急危険度判定士となります。

現在、北海道建築士会では、道内において地震

被害が発生 した場合の連絡網を確立するため、

「被災地応急支援ネットヮーク」を作 り登録をお

願いしていますが、判定士の資格を持つ建築士会

会員約1500名 の内271名 しか登録されていません。

札幌支部においては、札幌市と昨年二月に「災

害時応急危険度判定活動連携協定」を締結 し万が

一の事態に備えています。 しかし、札幌支部会員

のネットヮーク登録者は60名程 しかおらず、札幌

市内で地震被害が発生 した場合に避難建物等の応

急危険度判定を行う事を考えると判定士が足りま

せん。

判定が必要となる札幌市内の建物を1000棟 と仮

定 し、二人で20棟を見るとすると100名 必要とな

り、自身の災害対応等で半数程度 しか参加出来な

いと考えると札幌支部登録者全員では200名 以上

必要となります。

災害本部で判定士のお手伝いを行うコーディネー

ターも必要です。こちらは現地での活動が難 しい

方や女性の方にも参加 して頂きたいと思います。

同封 しました用紙でネットワークヘの参加登録

が出来ます。また、北海道建築士会のホームベー

ジ (www.h― ab.net)か らも登録できます。

建築士が参加出来る社会貢献「応急危険度判定」

への参加をお願いします。

昨年の熊本地震では、北海道建築士会の「被災

地応急支援ネットヮーク」参加者の二名が現地へ

赴き応急危険度判定を行 ってきました。 (写真参

照)

躊濠

■■日■

13

ヽレ

〓
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,こ 海道建築士会 ,皮災地応急支援委員会 牛  田  健
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